
上粕屋・秋山遺跡
かみかすや

調査期間

所 在  地　伊勢原市上粕屋字秋山

時　　　代　近世、中世、奈良・平安、古墳、

　　　　　弥生、縄文、旧石器

調査原因　一般国道 246 号 ( 厚木秦野道路 )

　　　　　建設事業に伴う埋蔵文化財発掘

　　　　　調査

遺跡位置　小田急小田原線伊勢原駅の北西約

　　　　　３㎞の秋山台地上

主な調査成果

　平成 30 年度は、縄文時代の調査を行い、遺構・遺物が多く発見されました。

　縄文時代後期は、竪穴住居・敷石住居が狭い範囲で重複して発見されました。また、配石も

多数発見され、住居の集中域と少しずれる様相が確認できました。この配石の中には、配石墓

と考えられる石組みも見つかっています。縄文時代中期でも、竪穴住居が狭い範囲で重複して

発見されました。また、縄文時代早期と考えられる落とし穴も発見されました。

　遺跡が立地する秋山台地の縁辺では、縄文時代中期から後期にかけての住居や配石が多く発

見されており、この遺跡を含めて大きな集落を形成していたと考えられます。

伊勢原市№74・205

2018 年 1 月 1 日～ 2018 年 10 月 31 日

縄文１面全景 （3 区）　　 J１0 号住居 （縄文時代）

あきやま


